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熊
本
地
震
が
な
か
な
か
治
ま
り

ま
せ
ん
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
、
被
災

さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
、
水
害
や
地
震
に
よ
る
災

害
が
日
本
列
島
で
次
々
に
起
こ
っ

て
い
ま
す
。
自
然
災
害
の
ニ
ュ
ー
ス

を
見
聞
き
す
る
た
び
に
、
人
間
の

無
力
を
感
じ
ま
す
。
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、

集
中
豪
雨
、
竜
巻
な
ど
地
球
温
暖

化
が
原
因
と
言
わ
れ
ま
す
。
私
た

ち
は
温
暖
化
の
被
害
者
で
あ
り
、

ま
た
加
害
者
で
も
あ
り
ま
す
。

　

一
度
手
に
し
た
便
利
な
生
活
を

捨
て
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
す

が
、
①
不
要
な
電
気
は
小
ま
め
に

消
す
②
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
に
替
え
る
な

ど
の
節
電
③
不
必
要
な
も
の
は
買

わ
な
い
④
ゴ
ミ
は
分
別
し
て
出
す

⑤
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
努

め
る
こ
と
で
す
。

　

経
済
の
発
展
に
逆
行
す
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
私
た
ち
の
身
近
な

と
こ
ろ
か
ら
実
践
し
て
い
く
防
災

の
日（
毎
年
９
月

１
日
）
に
し
て
、

子
や
孫
に
美
し
い

地
球
を
遺
し
た
い

も
の
で
す
。

　
（
石
黒
）

この社協だよりは、赤い羽根共同募金の配分金で作成しております。
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１
９
４
７
年(

昭
和
22
年)

に
始
ま
っ
た
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
は
、
今
年
で
70
回
目
を
迎
え
ま
す
。

今
年
も
10
月
か
ら
全
国
一
斉
に
募
金
活
動
を
開
始
し
て
、
地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の

福
祉
活
動
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

た
す
け
あ
い
の
心
が
ル
ー
ツ

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、
戦
後
直
後
に
地

域
住
民
が
主
体
の
取
り
組
み
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
生
活
困
窮
者
と
戦
災
孤
児
の

激
増
な
ど
、
深
刻
な
社
会
的
・
経
済
的
混
乱

の
中
、
民
間
社
会
福
祉
施
設
は
戦
災
に
よ
っ

て
激
減
し
、
物
価
の
高
騰
、
物
資
の
入
手
難

な
ど
に
よ
っ
て
、
復
興
は
お
ろ
か
施
設
の
維

持
さ
え
も
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
国
や
県
な
ど
の

公
費
を
民
間
の
社
会
福
祉
事
業
に
使
っ
て
は

な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
、
民
間
社
会
福
祉
事

業
は
大
変
な
財
政
難
に
陥
り
ま
し
た
。

　

併
行
し
て
、
厚
生
省
（
現
在｢

厚
生
労
働

省｣

）
が
提
唱
し
た
、
国
民
の
〝
た
す
け
あ
い

の
心
〟を
喚
起
す
る「
国
民
た
す
け
あ
い
運
動
」

の
一
環
と
し
て
、
第
1
回
の
共
同
募
金
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
共
同
募
金
運
動
は
、
そ
の
時
々
の
社

会
的
課
題
に
対
す
る
配
分
を
行
い
な
が
ら
今

日
ま
で
継
続
し
て
続
い
て
お
り
、
現
在
は
、

地
域
の
福
祉
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
財
源

等
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
70
年
た
っ
た
今
、
社
会
が
大
き
く

変
化
す
る
中
で
、
市
民
の
や
さ
し
さ
や
思
い

や
り
を
届
け
る
運
動
と
し
て
、
共
同
募
金
は

地
域
住
民
主
体
の
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

長
き
に
わ
た
っ
て
、
住
民
同
士
が
支
え
あ

う
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
運
動
は
他
に

類
を
見
ま
せ
ん
。

「
赤
い
羽
根
」
の
由
来

　

共
同
募
金
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
親
し
ま
れ

て
い
る
「
赤
い
羽
根
」
が
、
共
同
募
金
運
動

の
な
か
で
登
場
し
た
の
は
、
第
2
回
の
共
同

募
金
運
動
か
ら
で
し
た
。

　

当
時
、
ア
メ
リ
カ
で
は
水
鳥
の
羽
根
を
赤

く
染
め
て
使
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
ヒ
ン
ト
を

得
て
、
日
本
で
は
不
要
に
な
っ
た
鶏
の
羽
根

を
使
う
こ
と
に
な
り
、
現
在
は
共
同
募
金
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
広
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

共
同
募
金
運
動
は
世
界
の
43
の
国
や
地
域

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
赤
い
羽
根
を
使
っ

て
い
る
の
は
、
日
本
と
南
ア
フ
リ
カ
の
２
カ
国

だ
け
で
す
。

共
同
募
金
の
仕
組
み

　

共
同
募
金
は
、
地
域
ご
と
の
使
い
道
や
集

め
る
額
を
事
前
に
定
め
て
、
募
金
を
募
る
仕

組
み
で
す
。
こ
れ
を
「
計
画
募
金
」
と
呼
び
、

「
助
成
計
画
」
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、

市
民
の
理
解
と
協
力
を
得
や
す
く
し
て
い
ま

す
。
ま
た
「
助
成
計
画
」
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

1
世
帯
当
た
り
の
目
安
額
な
ど
を
定
め
て
募

金
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
も
っ
と
も
、

募
金
は
寄
付
す
る
方
の
自
由
で
す
か
ら
、
目

安
額
は
あ
く
ま
で
目
安
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。（
地

域
に
よ
っ
て
そ
の
額
や
方
法
に
違
い
が
あ
り

ま
す
）

　

現
在
で
は
、「
社
会
福
祉
法
」
に
定
め
ら
れ

た
地
域
福
祉
の
推
進
を
目
的
に
、
募
金
の
約

70
％
を
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
課
題
解
決
に
取

り
組
む
民
間
団
体
を
支
援
す
る
「
じ
ぶ
ん
の

町
を
良
く
す
る
し
く
み
。」
と
し
て
地
域
の
さ

ま
ざ
ま
な
福
祉
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

大
規
模
災
害
時
に
も

　

大
規
模
な
災
害
が
起
こ
っ
た
際
の
備
え
と

し
て
、
各
都
道
府
県
の
共
同
募
金
会
で
は
募

金
額
の
一
部
を
「
災
害
等
準
備
金
」
と
し
て

積
み
立
て
て
い
ま
す
。

　

こ
の
積
み
立
て
は
、
大
規
模
災
害
発
生
時

に
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
や
被
災

地
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営

等
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
方
々

を
支
え
て
い
く
た
め
に
、
災
害
時
に
お
け
る

た
す
け
あ
い
の
取
り
組
み
に
も
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

災
害
義
援
金
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
熊
本
地
震
で
は
、

県
内
で
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
、
熊
本
県
全
市
町
村
に
災
害
救
助
法
が
適

用
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
分
県
に
お
い
て

も
多
く
の
被
害
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

災
害
義
援
金
は
、
被
災
さ
れ
た
方
に
対
し

て
、
生
活
再
建
の
た
め
の
お
見
舞
金
を
給
付

す
る
制
度
で
、
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
は
全
額

被
災
さ
れ
た
方
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

　

被
災
し
た
都
道
府
県
は
、
共
同
募
金
会
や

日
本
赤
十
字
社
等
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金

を
取
り
ま
と
め
、
被
災
都
道
府
県
、
被
災
都

道
府
県
共
同
募
金
会
、
日
本
赤
十
字
社
都
道

府
県
支
部
な
ど
で
構
成
す
る
義
援
金
配
分
委

員
会
の
決
定
に
基
づ
い
て
、
被
災
者
に
義
援

金
を
公
平
に
配
分
し
ま
す
。

※
災
害
義
援
金
は
、
災
害
が
発
生
し
た
際
に
募
集
す
る

も
の
で
、
共
同
募
金
運
動
と
は
別
の
取
り
組
み
で
す
。

私
の
街
を
も
っ
と
や
さ
し
く

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
は
、 

街
の
人
の

や
さ
し
い
気
持
ち
を
集
め
る
運
動
で
す
。 

あ

な
た
の
や
さ
し
さ
が
、
あ
な
た
の
声
か
け
が
、

あ
な
た
の
行
動
が
、
き
っ
と
、
街
を
変
え
て

い
く
は
じ
め
の
一
歩
と
な
る
は
ず
で
す
。 

　

も
っ
と
、
も
っ
と
、
良
い
街
に
な
り
ま
す

よ
う
に
皆
様
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

70
年
目
の
赤
い
羽
根
共
同
募
金

熊
本
地
震
義
援
金
の
詳
細
は
４
ペ
ー
ジ
へ

この社協だよりは、赤い羽根共同募金の配分金で作成しております。
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著
　
者
　
水
木
し
げ
る

発
行
所　

ち
く
ま
文
庫

　

志
免
町
立
町
民
図
書
館
所
蔵

「
ね
ぼ
け
人
生
」

図書室

■
日
時

　

 

９
月
29
日
か
ら
11
月
24
日
ま

で
の
毎
週
木
曜
日

　

 （
11
月
3
日
は
除
く
）

　

 

10
時
か
ら
12
時
ま
で

　

※ 

全
て
に
参
加
で
き
な
く
て
も

受
講
で
き
ま
す
。

■
会
場

　

 

直
方
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

 （
直
方
市
大
字
山
部

　
　
　
　
　

６
１
６
－
１
４
５
）

■
内
容

　

 

点
字
の
基
礎
を
学
び
、
実
際
に

点
字
を
打
ち
、
点
字
の
文
章
を

訳
す
ま
で
を
学
習
し
ま
す
。

■
参
加
費

　

 
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
３
０
０
円

■
募
集
人
員　

20
人

■
主
催

　

 

点
訳
サ
ー
ク
ル
き
つ
つ
き

【
問
い
合
わ
せ
】

　

 

直
方
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

 

℡
０
９
４
９（
２
３
）２
５
５
１

元
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
が
7
年
の

経
験
と
今
を
語
る

　

講
師
は
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り

経
験
者
で
、
現
在
は
引
き
こ
も
り

の
方
へ
の
自
宅
訪
問
支
援
や
子
ど

も
支
援
の
先
生
と
し
て
、
悩
み
を

抱
え
る
若
者
を
支
え
て
い
ま
す
。

■
日
時

　

 

9
月
24
日
（
土
）

　

 

13
時
30
分
か
ら
15
時
30
分
ま
で

■
会
場

　

 

直
方
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

 （
直
方
市
大
字
山
部

　
　
　
　
　

６
１
６
－
１
４
５
）

■
講
師

　

 

三
村　

吉
郎　
さ
ん

■
対
象

　

 

関
心
の
あ
る
方
、
ひ
き
こ
も
り

経
験
者
や
ひ
き
こ
も
り
家
族
を

抱
え
る
方
な
ど
。

■
参
加
費

　

 

無
料
（
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に

参
加
く
だ
さ
い
）

■
主
催

　
 

学
校
に
行
か
な
い
子
ど
も
を
支

え
る
会

【
問
い
合
わ
せ
】

　

 
直
方
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

 

℡
０
９
４
９（
２
３
）２
５
５
１

地
域
に
根
ざ
し
た
独
自
の

福
祉
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

そ
し
て
仲
間
た
ち
と
の
「
お
疲

れ
さ
ま
」。
さ
ら
に
、素
敵
な
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
交
わ
す
笑
顔
の
会

話
と
ね
ぎ
ら
い
。
千
住
真
理
子
、

高
嶋
ち
さ
子
、
加
藤
登
紀
子
、

西
村
由
紀
江
、
由
紀
さ
お
り
、

最
近
で
は
美
輪
明
宏
、
10
月
に

は
平
原
綾
香
な
ど
限
り
な
い
。

　
「
私
た
ち
は
、
お
客
様
の
た
め

に
、
直
方
の
文
化
の
発
信
地
と

し
て
、
大
き
な
責
任
を
背
負
っ

て
い
ま
す
」
と
言
い
な
が
ら
、

決
め
ら
れ
た
持
ち
場
に
散
っ
て

行
か
れ
た
。 

（
広
田
）

　

７
月
23
日
、
取
材
に
訪
れ
た

ユ
メ
ニ
テ
ィ
の
お
が
た
大
ホ
ー

ル
は
、「
森
麻
季
＆
横
山
幸
雄

デ
ュ
オ
コ
ン
サ
ー
ト
」
の
準
備

打
ち
合
わ
せ
で
緊
張
し
た
空
気

が
流
れ
て
い
た
。

　

こ
け
ら
落
と
し
に
、
日
本
ト
ッ

プ
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
を
招
聘

し
、
地
方
都
市
直
方
を
沸
か
せ

て
、
早
や
16
年
に
な
る
。
20
名

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー

は
、
大
半
が
創
立
メ
ン
バ
ー
。

毎
月
第
３
金
曜
日
19
時
か
ら
運

営
会
議
を
行
い
、
検
討
打
ち
合

わ
せ
を
行
う
。
来
館
者
に
感
動

を
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
く
た
め
、

徹
底
し
た
接
遇
研
修
を
経
た
サ

ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
で
活
動
し
て
い
る
。

　

メ
ン
バ
ー
の
喜
び
は
、
終
演

時
の
来
館

者
の
満
足

な
表
情
と

「
あ
り
が
と

う
」の
一
言
。

「
お
客
様
に
感
動
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
」

�

ユ
メ
ニ
テ
ィ
の
お
が
た
サ
ポ
ー
タ
ー

ユメニティのおがたサポーターの皆さん

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り

研
修
会

点
字
講
習
会（
入
門
編
）

受
講
者
募
集

　
「
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
」を
は
じ
め

数
多
く
の
妖
怪
漫
画
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

人
気
ド
ラ
マ「
ゲ
ゲ
ゲ
の
女
房
」を

ご
記
憶
の
方
も
多
い
、
あ
の
水
木

し
げ
る
の
自
伝
で
あ
る
が
、
と
に
か

く
面
白
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
次
か
ら

次
へ
と
泉
の
よ
う
に
湧
き
出
て
き

て
、
抱
腹
絶
倒
の
作
品
。
鳥
取
県
境

港
市
育
ち
の
陽
気
な
落
第
生
の
少

年
時
代
、
死
の
淵
を
さ
ま
よ
い
片
腕

を
失
っ
た
戦
争
の
時
代
、
赤
貧
の
中

で
紙
芝
居
や
貸
本
マ
ン
ガ
を
描
き

続
け
た
戦
後
、
そ
し
て
突
然
訪
れ
た

「
鬼
太
郎
」と
妖
怪
ブ
ー
ム
の
中
で

締
切
り
に
追
わ
れ
る
日
々
。
波
乱
万

丈
の
人
生
を
楽
天
的
に
生
き
抜
い

て
き
た
、
し
た
た
か
な
日
本
人
、
水

木
し
げ
る
の
面
白
く
ち
ょ
っ
ぴ
り

哀
し
い
半
生
の
記
録
。
本
人
が
別
に

面
白
い
と
も
何
と
も
思
わ
ず
当
た

り
前
の
こ
と
と
し
て
淡
々
と
書
い

て
い
る
か
ら
、
一

層
読
者
に
は
奇

想
天
外
、
と
ん
で

も
な
い
こ
と
と

映
る
。 

（
広
田
）

情

報

の

広

場

この社協だよりは、赤い羽根共同募金の配分金で作成しております。
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熊
本
地
震
で
は
、
前
震
翌
日
に

は
二
次
避
難
所
と
し
て
「
福
祉
避

難
所
」
を
開
設
し
、
６
月
の
多
い

時
で
約
８
０
０
人
が
避
難
生
活
を

送
り
ま
し
た
。

　

自
治
体
と
協
定
を
結
ん
で
い
た

福
祉
施
設
等
で
、災
害
弱
者
の
（
介

護
の
必
要
な
）
高
齢
者
や
障
が
い

者
等
に
必
要
な
ケ
ア
を
行
う
た
め

で
す
。

　

何
と
か
適
切
な
支
援
で
日
常
生

活
に
戻
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で

す
。 

（
藤
田
）

●
感　

田　
（
故
）國
瀬　

秀
樹

●
感　

田　

澤
見　

壮
一

●
知　

古　
（
故
）花
田　

光
子

●
頓　

野　
（
故
）有
吉　

髙
志

●
知　

古　
（
故
）山
下　

勝
美

●
山　

部　
（
故
）衛
藤
ツ
ル
子

●
感　

田　
（
故
）達
見
テ
ル
子

●
植　

木　

秋
山
冨
美
子

平
成
28
年
5
月
11
日
か
ら
平
成
28
年
8
月
10
日

16
件　
合
計
金
額　
　
２
５
８
，０
０
０
円

（
お
名
前
は
承
諾
さ
れ
た
方
の
み
掲
載
、
敬
称
略
）

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

●
八
幡
西
区　
（
故
）喜
多
村
多
惠
子

●
頓　

野　
（
故
）荒
井
カ
ズ
ヱ

●
上
頓
野　
（
故
）岡
本　

康
男

●
上
頓
野　
（
故
）武
内
ス
ミ
子

●
植　

木　
（
故
）久
枝　

幸
子

●
植　

木　
（
故
）草
野　

法
作

●
中　

泉　

石
田
マ
ユ
ミ

集

編

後

記

「平成28年度福祉まつり」を開催します
　毎年多くのボランティアに支えられて開催してい
る福祉まつり。
　各種ステージや手話コーラス、見えにくさ体験・
車いす体験・高齢者体験などの各福祉体験コーナー、
おいしい食べ物や物販など催し物が目白押しです。
　どなたでも自由に参加できますので、ぜひ遊びに
来てみてください。

■と　き
　平成28年10月23日（日）
　９時30分から14時30分（予定）

■ところ
　直方市体育館（直方市直方674-25）
　※�ＪＲ直方駅から（まで）の無料送迎バスを下記

のとおり運行します。
　　　　ＪＲ直方駅発　　１便：８時30分
　　　　　　　　　　　　２便：９時10分
　　　　直方市体育館発　まつり終了15分後

【問い合わせ】
　 直方市社会福祉協議会 　℡ 0949（23）2551

「ゆいの会」講演会
■と　き　平成28年11月７日（月）
　　　　　10時から12時
■ところ　直方市総合福祉センター
■演　題　�双極性障がい（躁うつ病）の特性とその

対処について
　　　　　※質問の時間をとっています。
■講　師　直方市健康福祉課職員
■主　催　直方市精神保健福祉ボランティア
　　　　　ゆいの会
【問い合わせ】
　 直方市社会福祉協議会 ℡ 0949（23）2551

受付期間……平成29年３月31日（金）まで
※この義援金は税制上の優遇措置対象となります。詳しくは下記まで問い合わせください。
【問い合わせ】　社会福祉法人　熊本県共同募金会
TEL　096-354-3993　　　FAX　096-353-4566　　　E-mail　info@akaihane-kumamoto.jp

金融機関 支 店 名 口座番号 口座名義

肥 後 銀 行 水道町支店 （普）1281400
社会福祉法人　熊本県共同募金会

熊 本 銀 行 花 畑 支 店 （普）0025449

全国地方銀行協会及び第二地方銀行協会加盟の銀行等窓口で、振込み手数料が無料となります。備考欄に「熊本地震義援金」とご記入ください。

金融機関 口座番号 口座名義

ゆうちょ銀行 ００９５０-２-１７４３２１ 熊本県共同募金会　熊本地震義援金

全国のゆうちょ銀行の窓口で、振込み手数料が無料扱いとなります。窓口にて「熊本地震義援金」である旨をお申し出ください。

「平成28年熊本地震義援金」募集しています
　平成28年４月14日に熊本県内において地震が発生し、県民の生活を脅かし、また多数の住民に大き
な被害をもたらしています。このことにより熊本県全市町村において救助を必要とすることから、災害
救助法が適用されました。
　この災害により被災された方々を支援することを目的に、下記のとおり義援金の募集を行っています。

香
典
返
し
寄
付
金

この社協だよりは、赤い羽根共同募金の配分金で作成しております。
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登
録
ヘ
ル
パ
ー
募
集
し
て
い
ま
す
。詳
細
等
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。　

直
方
市
社
協
ケ
ア
プ
ラ
ン
サ
ー
ビ
ス　
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